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カメルーン南西部で絶滅の危機に瀕する大型水
生ほ乳類マナティーと漁業の共存を目的とした、
環境配慮型漁業の推進とエコツーリズムの整備

 カメルーン活動地域

マナティー保全に
賛同した人 80 ％
駆除した外来種の
植物の量 120 トン

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 90 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

2年目

活動内容と成果
マナティー混獲数・密猟数はともに0件であった。漁
師らの協力を得て外来種の浮草120トンを駆除した。
そして駆除した浮草でエコ木炭の製造、販売をすす
め、漁師らの持続的な協力を得ている。ストライキや
新型コロナウイルスの影響があったが、学校での環
境教育等を継続し、目標を達成した。また、これら参
加者を対象に意識調査を行った結果、80%がマナ
ティー保全に賛同した。参加前は賛同率が15%程度
だったことから、意識変化が確認された。エコロッジ
の建設許可が下りない代わりに、テントを購入して
エコツアーの実施をすすめた。課　題

マナティーの漁網への混獲、害獣駆除及び食肉目的の
密漁が起きている。さらに、新たな問題として外来種の
浮草が増殖し、マナティーの生息地を圧迫している。

目　標
マナティーの混獲数を減少させ、環境教育によって保
全への意識を高める。外来種の駆除を進めつつ、エコツ
アーの整備によって保全と地域経済の活性化を目指す。
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外来種の浮草Salvinia molestaの駆除外来種の浮草Salvinia molestaの駆除

小学生を対象にした小学生を対象にした
フィールド実習の様子フィールド実習の様子

学校での環境教育に力を入れて進めていく。今後も漁師らの協力を得て人力での
外来種の浮草駆除を進めると同時に、昆虫を用いた駆除も進めていく。エコロッジ
の建設は許可申請が得られ次第進める予定である。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
教員らによるストライキが起き、学
校での環境教育が困難であった。エ
コロッジ建設の許可申請を得るのに
時間がかかっている。

■工夫した点
授業後に環境教育を実施するよう調
整した。テントを購入してエコツ
アーを進めると同時に、許可申請の
ための手続きを進めた。

（一社）　大雪山・山守隊

たまには山に恩返し
～高山帯の自然環境保全活動～

 北海道活動地域

登山道補修イベント
延べ参加者数 129 人

整備資材荷上げ量 6.5 トン

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 40 ％

実 践

つづける助成

2年目

活動内容と成果
● 登山道整備イベント「たまには山に恩返し」を白雲
岳周辺にて計4日間、「高原温泉沼めぐり登山コー
ス」にて「日曜日の登山道整備」を計5日間、愛山渓
にて小規模イベントを計2日間実施。延べ129人の
方々とともに作業を行った。
● 「高原温泉沼めぐりコース」にて、木道整備のため
の「荷上げボランティア」を募集。常時荷上げでき
る体制を作り、3トンの荷上げが完了。また、冬季
にはスノーモービルによる木材運搬を実施し、3.5
トンの木材荷上げが完了。今シーズンで計6.5トン
の整備資材の荷上げを行うことができた。課　題

総延長約300kmに及ぶ大雪山国立公園の登山道で
は、侵食のスピードに管理が追いつかずに各所で荒
廃が進んでおり、登山道周辺の生態系に多大な影響
を及ぼしている。

目　標
生態系の復元を根底に置き、一般登山者や管理者で
ある行政、民間企業や研究者などが協働で登山道を
維持管理していく仕組みづくりを目指している。
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侵食により流れた土砂を集め、元に戻す作業侵食により流れた土砂を集め、元に戻す作業

スノーモービルによる木材運搬スノーモービルによる木材運搬

民官学協働による維持管理の仕組みづくりのため、各所との連携、リーダーの育
成、市町村と連携したボランティア受け入れ体制作り等様々な課題に取り組むと
ともに、全国で同様の問題を抱える地域との連携を行っていく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
短い夏山シーズンの中、侵食への対
応が必要な場所でどれだけの作業を
行うことができるか、人員とスケ
ジュール調整に苦労した。

■工夫した点
各スタッフが施工を行えるようリー
ダーへの施工指導を行い、別の場所
で同日にイベントを開催できるよう
調整を行った。
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